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はじめに

ＩＰＮ（伝染性膵臓壊死症）はＩＨＮ（伝染性造血器壊死症）とならび我国のマス類増養殖上重要左

ウイルス性疾病である。これらの疾病は細菌および寄生虫性疾病と異なり､化学療法剤等の効果が期待で

きず、現在まで種々の対策が検討されたが決定的防除方法とは成り得なかった。一方、高等動物のウイ

ルス性疾病に関しては、ワクチンによる予防法が最も一般的な方法であり、魚類においてもその効果は

＋分期待が持てるものと考えられる。

当場においては、昭和５１年度よりウイルス病としての発病の歴史の長いＩＰＮについて他県水試と

の共同研究によるワクチン実用化研究に着手した。初年度は親魚へのＩＰＮ不活化ウイルス液（以後ワ

クチンと言う）接種による血中の中和抗体価の変動を観察し、ＩＰＮウイルスについては不活化したウ

イルスでも＋分を中和抗体価の上昇が起こり、ＩＰＮウイルスは抗原性が高いことを明らかにした。昭

和５２年度はワクチン接種親魚由来のニジマス稚魚についてＩＰＮに対する抵抗性を観察し、親魚から

稚魚への抗体の移行によるＩＰＮ予防の可能性について検討した。また、ＩＨＮのワクチンについても、

本年度産卵親魚へワクチンを接種し、接種親魚由来の稚魚におけるＩＨＮ予防効果を検討すべ〈実験に

着手した。

ヤマメのせつそう病については昭和４５年よりワクチンの実用化研究を行ない、昭和５０年に経口ワ

クチンの場合、餌付け開始と同時に投与を開始し、連続２１回ないし１４回投与した後に間欧投与する

方法で、せつそう病の予防効果が認められるようであった。但し、効果を確認する攻撃試験はニジマス

に比べ魚体の取扱が困難なこともあって、有効な技法を見出せないでいる。

本年は供試抗原についての検討として、新・旧２タイプの菌株によるワクチンおよび全菌体ワクチン

の投与を行なうと共に、各種の感染方法による攻撃試験を試みた。

●
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I、ＩＰＮワクチンに関する研究

移行免疫の検討

1．方法および材料

１）供試ワクチン

ＲＴＧ－２ｃｅｌｌｌｉｎｅで培養したＩＰＮウイルス（ＴＣＩＤ５ｏ／Wll＝１０~593）を０冊

β－ブロピオラクトンで不活化して供試ワクチンとした。

２）供試魚および試験区

供試魚はワクチンを１～５回接種した親魚由来のニジマス稚魚を用いた。親魚および試験区に

ついては表１に示すとおりである。

試験区は６区（Ａ～Ｆ）設定したがＦ区は対照区である。

Ａ

表１試験区分（－腹仔分別飼育区分）
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５）中和抗体価の測定

ワクチン接種親魚についてはワクチン接種終了後1か月毎､および゛採卵時に採血を行をい中和抗

体価を測定した。資料血清は採血後４℃で一晩放置後分離し、－２０℃で凍結保存した。測定に

際しては室温にて融解し、５６℃でる０分の非動化の後Ｈａｎ厘ｓ液で１０倍希釈して測定資料と

した。

測定はマイクロタイタ一法によった。使用機材はＣｏｏｋｅＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇＣｏ・製である。

マイクロプレートヘのウイルス接種後２０℃で５日間培養し、Ｒｅｅｄ－Ｍｕｅｎｃｈ法によるＮＤ５０

の算出を行なった。

４）試験水槽

‘
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供試魚は容量９０Ｚのポリエチレンコンテナ製（自作）の飼育水槽で飼育した用水は流水式

である。給餌は供試魚の大きさにより１日４～８回に分け、オリエンタル酵母ＫＫ製の飼料を投

与し、朝・夕２回掃除を行なった。蕊死尾数は朝の掃除時に記録した。

5）ウイルス検査

日間繁死尾数の増加した時点で病魚の外観所見を観察するとともに、ＲＴＧ－２ｃｅｌｌｌｉｎｅ

により常法に基づいてウイルス検査を実施した。

6）実施期間

昭和５２年４月１５日試験を開始し、ＩＰＮの自然発病が終息した７月９日に終了した。

7）試験水温

自動観測装置により水温を測定し、飼育期間中の旬別最高最低水温を示した。

結果

1）親魚の中和抗体価

ワクチン接種にともなう中和抗体価（ＮＤ５。）の変化は表２に示すとおりである。採卵時の親

魚の抗体価は、ワクチン５回接種魚Ａでは1，７００（ワクチン接種終了後ろか月目の採卵である。

以後（）内は採卵日までの期間を示す。）、２回接種魚Ｃ・Ｄではそれぞれ５００．８０（４か

月）、１回接種魚Ｅでは≦５０（６か月）となった。

表２ニジマス親魚におけるワクチン接種後の中和抗体価（ＮＤ５｡）

2．

栗卵時（月日

］［

］［」

８０

］

●

１
Ｊ

＊第２回目のワクチン接種、＊＊第３回目のワクチン接種

なお、第１回目接種は８月４日である。
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図1．試験期間中の旬別最高・最低水温

(完）

1００
一司堂室忌

富i迂凰
璽込

９０ Ｅ
Ａ
Ｄ
ｃ

八（、tｊ

８０

７０

Ｆ

６０

５０

４０
Ｂ

０
０

３

ＡＰＲ．ＭＡＹ」ＵＮＥ 」ＵＬＹ

図２．ニジマス稚魚の生残率の推移

（Ａ～Ｆは表２参照）
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前年度に、血中の中和抗体価はワクチン接種回数により明らかな差がみられることを報告した

が、採卵時の親魚についても同様の傾向が確認された。

2）ワクチン接種親魚由来の稚魚の飼育

試験期間中の水温は図１に示すとおり１０５～１５．７℃であった。

飼育期間中の生残率の推移を図２に示した。主た、図５にＩＰＮ発生時点からの累積蝿死率の

変化を示した。（％）
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図５ＩＰＮ発生時からの累積蜷死率

（Ａ～Ｆは表２参照）

各区の餌付開始はＡ区が４月１５日、Ｂ～Ｆ区が４月２４日である。４月２７日頃よりＢ区に

おいて蕊死魚が増加したが、ＩＰＮウイルスも分離されず、鍵死魚の外観症状から餌付不良によ

るものと考えられた。なお、Ｂ区の蝿死は５月上旬には終息した。

ＩＰＮの発生が認められたのは６月中旬頃で、発病の時期は各試験区ともほぼ一致していた。

病魚は狂奔遊泳し、外観的に体色黒化・腹部膨出・眼球突出などの症状を呈し、ＲＴＧ－２ｃｅｌｌ

ｌｉｎｅによるウイルス検査で核濃縮を特徴とするＣＰＥの発現が認められたのでＩＰＮと診断し

た。ＩＰＮ発生期間中の各区の蕊死状況をみると、Ｆ区が最も急激な蕊死率の上昇を示し、次い

でＣ・ＤｏＡＥ区かほぼ同じ傾向を示し、Ｂ区のそれは緩慢であった。．
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攻撃試験

1．方法および材料

１）供試魚

表１に示した試簔[さより各区１５０尾のニジマス稚魚を無作為抽出し、総魚体重量を計量した

のち攻撃試驍用水篭に放養した。

２）攻撃用水槽

１２ＱＣ所×４０ｃｍ×２０℃〃○大きさの木製金網張りの生管を均等に６区分したもので、各区の

イビtt。!)に(ま稚魚用モジ縄を用いた。各区分の大きさは１ｚ５Ｃｍ×４０ｃｍ×２０ｃｍ、水深は１５ｃｍ

でらる。

ろ）感染方法

昭和５２年５月下旬頃より奥多摩分楊稚魚飼育他で飼育中のニジマス稚魚（平均体重０９牙前

後）にＩＰＸＤ発生が認められたため、２）の攻撃試験水槽を発病池の排水口側に図４のように

設置したご

試験期満中は１日５回の給餌と朝・夕２回の掃除を行ない、朝の掃除時に蕊死尾数を記録した。

Ｂ

(ＩＰＮ発生地）Ｎ
（一庁 ｜’

ﾉ|〈
－－

￣－￣－

図４攻撃試験水槽

4）実施期間

昭和５２年６月６日から試験を開始し、試験区における鍵死が終息した６月５０日までの２４

日間観察を行なった。

5）水温

試験期間中の最高・最低水温は１４．１～１５８℃であった。

2．結果

各試験区の試験開始時の平均体重は表５に示すとおりである。
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供試魚の平均体重表５

平均体重（『）総重量（ザ）､供試尾数（尾）試験区
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攻撃試験区の累積蜷死率の変化一

縦軸（右)は発生池における日間発死尾数、

（左)は攻撃水槽における累積繁死率を示す。

↓印は発生池の稚魚の取り上げ日(6／２４）を示す。
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供試魚の平均体重は０８０～０．９７牙で、Ａ区（０９７１）およびＤ区（Ｏ８９ｙ）以外はほぼ

０８牙前後の大きさであった。

ＩＰＮの発生した稚魚飼育池はニジマス稚魚４万尾を飼育中の池で、５月５０日前後から蕊死が

起こり、６月１０日～１４日には日間Ｉ賂死尾数は最大（７００～８００尾／日）となり、その後漸

次減少した。同地は６月２４日に取り揚げを行なったか、試験開始から取り揚げまでの累積難死率

は約２Z５冊であった。

各試験区の期間中の累積蕊死率を図５に示した。

試験開始後５～４日目頃より供試魚のＩＰＮによる蕊死が観察された。難死魚の出現時期は、Ｂ

区を除く５区はほぼ同時期であり、Ｂ区は若干遅れ試験開始後９日目であった。また、各区の蕊死

状況はＥｏＦ区において繁死率の急激な上昇がみられ、次いで，.Ｃ区、ＡｏＢ区の順となり、蕊

死の傾向はＥＦ型。ＣＤ型.ＡＢ型の５型に分けられた。

試験終了時の累積蕊死率はＡ区１０７筋.Ｂ区１１．５冊．Ｃ区２６．７妬．Ｄ区５０．７％．Ｅ区

５４Ｍ°Ｆ区５８．Ｍとたり、対照区（Ｆ区）に比べＡ～Ｄ区のワクチン区の鰭死率か明らかに

低くなり、これらの稚魚におけるＩＰＮ抵抗性の違い力認められた。

なお．試験期間中の蕊死魚のウイルス検査結果は表４のようになり、ＣＰＥの形態的特徴からＩ

ＰＮウイルスによる単純感染と考えられる。

８

表４攻撃試験区のウイルス検査結果

６／,，

十：ウイルス検出一：ウイルス検出せずＮＴ：サンプリングせず

５．考察

供試魚のＩｐＮ自然発病による減耗を観察した結果、ワクチン接種魚由来の稚魚の生残率は対照

魚より高くなる傾向であった（図２参照）。しかし、生残率とワクチン接種回数との関連は不明確

であった。

攻撃試験結果については、対照区の稚魚に比較して試験区の稚魚の生残率が高く左った（図５参

－８－



照）。中和抗体価の上昇については昭和５１年度に、ワクチン接種回数が１回より２．５回の方が

顕著であることを報告した。今回の結果ではワクチン接種回数の多い親魚由来の稚魚の生残率が高

くなり、ワクチン接種回数一血中の中和抗体価一稚魚の生残率、の間に一連の関係が推定でき

る。

しかしながら、今回の試験に関しては供試魚の採卵時期・放養密度および供試魚の大きさ（ＩＰ

Ｎに関しては発病と魚体の大きさとの関係は重要と考えられる）など考慮すべき問題も残されてお

り、今回の結果の追試および多くのデーターの蓄積が必要と考えられる。また、作用機作、特に抗

体の移行の解明には高度の免疫学的検討が必要と考えられるが．魚の免疫学自体比較的新らしい分

野であるため、抗体の経卵移行性に関する知見も皆無の状態であり、今回も作用機作についての検

討は実施していない。

魚の免疫に関する報告、特にサク・マス類の抗体の性状については解明されたい部分が多いが、

Ａｌｅｘａｎｄｅｒ（１９７０）はニジマスについて沈降定数７s・１９s、つまり高等動物のＩｇＧ・

ＩｇＭに類似する免疫グロブリンの存在を報告したが、最近になってＣｉｓａｒ＆Ｆｒｙｅｒ(１９７４）

はｃｏｈｏｓａｌｍｏｎにみられる免疫グロブリンは沈降定数１７sのみであると報告した。現在で

は、硬骨魚類の免疫グロブリンはｍａｃｒｏｇｌｏｂｕｌｉｎｔｙｐｅとみる考え方が優勢とたってき

ている（ＣｏｒｂｅＬＭＪ.，１９７５）。

高等動物では胎盤通過性を有する免疫グロブリンはＩｇＧ（７s）のみであり．魚について１７

～１９sのｍａｃｒｏｇｌｏｂｕｌｉｎが親から仔魚への経卵移行性を有するか否かについては疑問が

残る。しかし、その解明には知見の集積を待たねばならない。

いずれにしろ、ＩＰＮに関しては、自然感染により中和抗体価の上昇がみられること（Ｗｏｌｆ

ｅｔａｌｏ１９６５）、生ウイルスの接種によって高い抗体価の得られること（Ｗｏｌｆａｎｄ

Ｑｕｉｍｂｙｌ９６９；Ｖｅｓｔｅｒｇ薗ｒｄＭｒｇｅｎｓｅｎｌ９７５）が知られており．また、昭和

５１年度の奥多摩分場における結果では不活化ウイルスによっても高い抗体価が得られたこと、な

どから、ＩＰＮウイルスは高い抗原性を持つと考えられる。

このことは、ＶａｃｃｉｎａｔｉｏｎによるＩＰＮ予防の可能性が高いことを示唆している。一方、

本年度の当場における結果から．現象という局面的観点ではあるが、親魚へのワクチン接種と稚魚

のＩＰＮ抵抗性とは相関する傾向であった。したがって、今後追試を行ない、データーの蓄積を行

なうことが急務であり、更に、経卵移行免疫以外のＶａｃｃｉｎａｔｉｏｎ技法の検討にも着手し、ＩＰ

Ｎワクチンの早期実用化を計る必要があろう。

■
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I・せつそう病ワクチンに関､する研究

Ａワクチンの経ロ投与による免疫賦与試験

１．方法および材料

１）供試魚

昭和５１年１１月に採卵したヤマメ稚魚（平均体重０１４牙）を用いた。供試魚群の発眼率は

８８Ｍで、餌付開始は昭和５２年５月２日である。供試尾数は１区５，０００尾とし７区、合計

５５，０００尾である。

２）試験区

試験区は表５に示す７区を設定した。

表５経口ワクチン試験区分

投与回数 考備

対照区

ワクチン投与量ワクチンの種類

Ｆｏ－１

注’超音波処理菌体
２

（旧ｔｙｐｅ）
〃

５
（新ｔｙｐｅ）

４〃

５〃

６〃

７ホルマリン死菌(全菌体）

１日１尾あたり

０．１５〃・

〃

回
回
回
回
回
回

１
４
１
１
１
１

２
１
２
２
２
２

〃
〃
〃
〃

経皮ワクチン１回接種

〃 ２回〃

注１）Ａ・ｓａＪｍｏｍｃＭａを超音波破壊し、その遠心上漬をl凍結した、可溶性抗原ワク

チンである。

5）投与方法

経口ワクチン１日量を２Ｍの０８Ｍ生理食塩水に溶解後．マス稚魚餌付用飼料に混和・浸透

きせ１日８回に分けて投与した。

4）投与期間

昭和５２年５月２日の餌付開始と同時にワクチンの投与を開始し、所定の投与回数（表５参照）

分を毎日連続投与した。投与終了は１４回投与区が５月１５日、２１回投与区が５月２２日であ

ろｏ
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５）ブースターワクチン接種

試験区Ｆｏ－５．６区の供試魚について、Ｆｏ－５区は春に１回、Ｆｏ－６区は春。秋の２回経

皮ワクチンを接種した。春のワクチン接種は５月２６～２８日に実施し、各区２，５００尾宛Ｃ社

製ワクチンを接種した。秋のワクチン接種は１０月２２日に実施し、Ｆｏ－６区の供試魚（成熟

雄個体を除く）１，１００尾に同じワクチンを接種した。接種部位はいずれも腹腔内で、接種量は
１尾あたり春が００５１Ｍ、秋が０１ｶM/である。

2．結果

試験開始時から４月にかけて各試験区で難死が観察された。蕊死魚は表６に示す症状を呈し、Ｉ

ＨＮと類似することから、細菌検査およびウイルス検査を実施したが、原因と考えられる病原体は
検出されず原因は不明であった。

８

表６異常蝿死魚の外.綴所見

＊発生率
一－

８５．０（兜）

６２．２

６２．０

６０．０

２５．０

１０．０

症状

鰭のゆ着。変形

脂鰭の欠除

成長不良（ヤセ）

体側の出血斑

眼球突出

腹部膨出（水腫も含む）

＊……１００尾について肉眼観察を行った時の出現率である。

との時期の減耗はＦｏ－１区において箸るし〈、生残率が５０％以下となったため、４月１０日

に対照区（Ｆｏ－１）の入れ換えを行なった｡なお、この異常蕊死は５月上旬にはみられなくなっ
た。

ワクチン投与後の生残率を表７および図６に示した。

試験区においてせつそう病の発生が観察されたのは９月上旬～中旬であったが、発病はＦｏ－５

区に限定ざれ他の試験区では自然発病はみられなかった。９月末日室での各区の生残率についてみ

ると、途中で供試魚を入れ換えた対照区が８５９冊と最高となり、次いでＦｏ－２区（７８９妬）、
Ｆｏ－７区（６８．Ｍ）、Ｆｏ－５区（６ｚＭ）、Ｆｏ－４区（６０５％）、Ｆｏ－５区（５，７
％）、Ｆｏ－６区（５５．５妬）の順であった。

夕
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経口ワクチン投与魚表７ の月別生残率（妬）

５５ ６ ７ ８ ９

Ｆｏ

１
１
２
５
４
５
６
７

７２．６ ４２．４

９ス７

８６．０

７５．１

６６．４

７１．１

７０．７

８５．２

６
４
５
７
０
７
２

●
●
■
Ｓ

５
５
５
４
２
８
４

９
８
７
６
６
６
７

４
９
５
０
９
２
５

２
１
２
ろ
Ｚ
Ｚ
ｌ

８
８
７
６
６
６
７

９
９
９
５
７
５
０

，
■

５
８
７
０
２
３
８

８
７
６
６
５
５
６

３
５
２
２
５
９

Ｚ
６
４
８
Ｚ
７

９
９
９
９
９
９

Ⅲ
Ⅱ
１

）

ＯＯ

漣
Fｏ－１

ｓｏ Fｏ－２

フ０ Ｆｏ－３

ＦＯ－７

Ｑ
Ｓ

ｌ
ｌ

ｏ
ｏ

Ｆ
Ｐ

⑥０

FＯ－６

５０

Ｆｏ－１，

４０

０

ＭＡＲ･ＡＰＲ・ＭＡＹ」ＵＮＥｊＵＬＹＡＵ⑧、

図６経口ワクチン投与魚の生残率の推移
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5．考察

初期の異常難死魚は症状およびウイルス・細菌検査の結果から、感染症とは考えられず、発生過
程での異常に起因するものと推定される。

当場における本年度のせつそう病の発生は昨年に比べて少なく、試験区においても、せつそう病

の流行がみられたのは９月上旬～中旬のＦｏ－５区のみであった。したがって、経口ワクチン投与

効果については．本年度の自然発病状況からは判断することはできなかった。

Ｂ 攻撃試験

ｔ方法および材料

１）供試魚

経口ワクチンを投与したヤマメ稚魚を供試した。

２）供試菌株

池γ０，０几ａｓＦａＺｍｏ〃ＺｃＺａａＴｏ－７６０２株を用いた。培養は普通寒天t吝地(栄研）
によった。

５）感染方法

(1)４ＪαＺ刀ｚｏｍｃＭα汚染水による感染、(2)生菌接種魚との混養による感染および(3)生菌の
筋肉内接種の５つの方法を検討した。

（１）４J､aZ77ZO7ZZCZCZα汚染水による感染

図７に示す試験水槽により実施した。

9

(注水）

）

図７感染試験操置
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図中の水槽(A)に０．１岬／､〃菌懸濁液ＵＯ５１Ｍを接種したニジマス稚魚４０尾を収容し、そ

の下流に６個の水槽⑧（９０必容ポリエチレンコンテナ）を設置し供試魚を１槽２００尾収容

した。水路は開放式とし期間中は適量給餌を行った。ニジマスについては試験開始後２０日間、

毎日難死尾数分を追力ﾛ接種し収容した．水槽⑧１槽あたりの注水量は１５９２／ｈｒに調整し

た。

試験期間は昭和５２年７月１５日から８月２４日であり、期間中のｊｌＥ死魚については外観症

状の観察および細菌検査を行をい蕊死原因の確認を行なった。

(2)生菌接種魚との混養（同居）感染

４ＦαZ、｡〃ＺＣＺｏｌａ懸濁液（０．１岬／､Ｍ）を１尾宛ｑｌｍｌ８接種したニジマス稚魚５尾と供

試魚２０尾（魚体重５牙前後）を２ｏｚのペンライトZk槽に混養し感染させた。菌接種ニジマ

ス稚魚については試験開始後５日目にさらに５尾を追加放養した。期間中は無給餌、無換水と

し、通気を行なった。

試験期間は昭和５２年７月１日～７月１４日である。

(3)生菌の筋肉内接種

供試魚（１区２０尾魚体重１０ヲ前後）に魚体重１Ａ７あたりＯ２５．０．０２５．０００２５〃に

たるように４'ＱＺｍｏｍｃＺｄ０を筋肉内接種し、繁死状況を観察した。供試魚はアットキ

ンス型ふ化槽内に設置した網生管に放養し、飼育は流水で行なった。

2．結果

（１）』.ＪａＺｍＯ７ＭｃＭα汚染水による感染

試験期間中の飼育水温は１４６～１２２℃であった。

各区の蕊死率を図８に示した。各区とも試験開始後１０日目頃より難死が始まり漸次増加した

が、その傾向をみるとＦ０－５．４．７区で急激に増加し、次いでＰＣ－１．２．５の順で鍵死率の

増力肋】みられた。その後、蕊死は終息したが、Ｆｏ－７区だけは試験終了時まで直線的な】I麿死率

の上昇がみられた。

試験期間中の累積蕊死率はＦｏ－７区（６５．Ｍ）・Ｆｏ－５区（４２５筋）・Ｆｏ－１区（

５５．０％）・Ｆｏ－２区（５１．５筋）・Ｆｏ－４区（２６．５冊）・Ｆｏ－５区（１１０冊）の順

であった。

なお、期間中の蜷死魚のほとんどは外観的に典型的なせつそう病患部が認められ、蕊死魚の細

菌検査ではn.ＦａＪｍｏｍｃＺｃＵａが分離された。
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￣

(,5）
フ０

６０

５０

４０

３０

DPｺﾞＯ－ｏ－Ｏ－Ｏ－Ｏ－Ｏ－ＯＦＣ

２０

F＞■ひつ①－Ｏ－Ｏ－Ｏ－ＯＦＣ

’１０

型
￣

＞ＣＰＯ＜」

０ ５１０１５２０２Ｓ３０３５

図８Ａ､Ｍ加0"ｊｃＭｑ汚染水感染による蕊死率の変化

４０

（ＤＡＹ）

(2)生菌接種魚との混養（同居）感染

試験期間中の水温は１７Ｌ７～２５．５℃であり、止水式水槽のため比較的高い水温条件での試験

となった。各試験区の観察結果を表８に日間鍵死尾数で示した。

表８同居感染試験結果

経過日数にともなう日間轄死尾数

１２５４５６７８９１０１１１２１５１４

試験区 供試尾数 j略死率(妬）

０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２

１
２
３
４
５
７

ｏ

Ｆ

０００００００００４１４２－－

００００５００５０１１４１７

００００００１０００４８５４

００００００００１００１１４４

００００００００２５１５－－－

０００００００００１１９－－－

１００

１００

１００

１００

１００

１００
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試験開始後５日目より蕊死がみられ、初期の露死魚では外観的にせつそう病患部の認められる

個体もあったが、１１日目以後の鎗死魚では必らずしも患部が認められず、細菌検査の結果では

１．ＪａＺｍｏ７ＬＺｃＭａは分離されたかった。最終的には試験開始後１４日目で各区とも１００冊

蕊死した。

(3)生菌の筋肉内接種

菌接種の結果を表９．１ｏ・１１に示した。

魚体重１Ａ７あたり０２５〃接種では５日目に蕊死が始まり５日目で１０Ｍが蕊死した。

０．０２５１ｍｙ接種でも同様の傾向を示し、０．００２５叩接種では４日目より蕊死が始まり５日目で100

冊が蕊死する結果であった。

ひ

表９血．､ｓＭｍｏ〃ＺｃＺｃｚα０．２５〃／AP・ＢＷ接種結果

平均体重櫟:哩:遡１１巡百試験区 へい死率

１
５
４
５
７

０

Ｆ ０
０
０
０
０

２
２
２
２
２

６
０
８
８
７

６
Ｚ
６
６
６

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

７
６
６
０
９

１

１
４
４
０
０

１
１
１
１
１

２ １００

１００

１００

１００

１００１

ご紬長 昭和皿年川叩~，…）１５．６～１Ｚ０℃

表１０乱．ｓａＺｍｏｍｃＭａＯ,０２５岬／ＡｖＢＷ接種結果

経過日数にともなう累積鍵死数

１２５４５
試験区ｌ供試尾数 へい死率

１
５
４
５
７

０

Ｆ ８
７
８
５
７

６
６
６
６
６
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表１１．．，Ｍ，Z。〃ｚｃｚｄｑｑＯＯ２５ｊｍＷ／ＡｙＢＷ接種結果

験

ｊＵ

ｊＵ

］［

］［

。
ＵＵ

ご紬長 つ
昭ﾗﾄﾞﾛ５２年７月２６日～７月５０

１６８～１８．９℃

5．考察

攻撃試験については５つの方法を試みた。１.Ｆａｚｍｏ〃ｚｃＭα汚染水による感染では自然発病

に近いせつそう病の流行か認められ、各区の蕊死傾向については早期発病区（Ｆｏ－４．５．７）と

発病の遅れる区（Ｆ０－１．２．５）に分かれ（図８参照）．累積蕊死率にも若干の差が認められた

が、ワクチン投与との関連は明確でなく、ワクチンの効果判定までには至らなかった。しかしなが

ら．本法についてはアユのピプリオ病研究で好成績を得ており（徳島水試）、今回の試験結果から

も今後有効な攻撃方法と成り得ると考えられる。

また、生菌接種魚との混養（同居）による感染法については上記の方法に比べ定量的かつ簡易な

方法と考えられるが、今回の試験に関しては試験設備等に問題があり、ワクチンの効果判定および

攻撃方法としての有効性の検討はできたかった。

4.ｓａＺｍＯｍｃｚｊｄａの筋肉内接種法については、本法は最も定量的かつ一般的方法と考えられ

るが、今回の結果では供試魚に急激な蕊死が生じワクチンの効果は認められなかった今回の接種

量は菌数に換算するとほぼ１０３～１Ｏ５ｃｅｌｌｓ／Ａ７・ＢＷとなり、』.ｓａＺｍｏｍｃＺｃＺａのＶｉｒｕ－

ｌｅｎｃｅが極めて高いと考えられることから今後接種菌量をより少なくする必要があろう。

Ｃ経皮ワクチン試験

本年度はヤマメ親魚４，４００尾についてＣ社製多価ワクチンおよび自家製単価ワクチン接種区を設

定した。

１．方法および材料

１）供試魚
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ヤマメ１年魚各区１，１００尾、合計４区４，４００尾を用いた。

2）試験区

試験区は表１２に示す４区を設定した。

表１２ 経皮ワクチン試験区

区
区
区
区
区

験試
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

ワクチンの種類 供試魚

ヤマメ１，１００尾

〃〃

〃〃

〃〃

Ｃ社製多価ワクチン

対照区

自家製単価ワクチン

Ｃ社製多価ワクチン

5）接種月日

昭和５２年５月１６日

4）水温

せつそう病研究部会の申し合せに準じ、試験期間中の飼育水温を測定した。測定は自動観測装

置によった。

5）蕊死魚の細菌検査

試験期間中の蕊死魚については外部所見を記録するとともに、腎臓より細菌の分離を行ない鎗

死原因の確認を行なった。

２結果

試験期間中の旬別最高・最低水温を図，に示す。

ワクチン接種後の月別生残率を表１３に、をた、せつそう病とそれ以外の原因別蕊死率を表１４

に示した。

表１５経皮ワクチン接種魚の月別生残率Ｍ）

５
０
８
４

１
２
ａ
目

９
９
９
８

区
区
区
区

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

９，８

９２９

９２６

９２９

９８．５

９８．２

９８．５

９２４

９６．２

９z４

，ＺＯ

，Ｚ６

９５．８

９５．９

９５．７

９４．７

９２．８

９４．８

９５．１

９２８

９２．４

９５．８

９４７

９２．５
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図９経皮ワクチン接種魚の飼育水温

表１４経皮ワクチン試験区のせつそう病繁死率Ｍ）

i三、且’５ ８ ，

O（０２）

０（０１）

０（０４）

0（０１）

0.1（1.6）

０（1.8）

０（1.7）

０１（０５）

０７（５１）

０１（２５）

０（5.0）

0２（２２）

1.5（４７）

０７（5.4）

０５（４０）

０６（４７）

21（５１）

1.5（３７）

0.4（４５）

1.5（５７）

2２（５４）

2１（４１）

０５（４８）

1.6（5.9）

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

2５（６０）

2.5（５５）

07（５５）

21（8.5）

（）内はせつそう病以外の蝿死率

各区の試験終了時ZD生残率はＩ区９１．５筋。Ⅱ区９２Ｍｏｍ区９３．８％。Ⅳ区８１４冊となり

いずれも高い値を示した。また、せつそう病による嚢:死率はＩ区。２５筋、Ⅱ区。２５％、Ⅲ区。

０７％、Ⅳ区。２．１冊と低く、本年のせつそう病魚の出現は散発的であった。

Ｄ攻撃試験方法の検討

我国における魚病ワクチンの実用化研究のなかでせつそう病ワクチンに関する研究の歴史は比較的

長い。その間、せつそう病のＶａｃｃｉｎａｔｉｏｎによる予防の有望性は明らかにされたから、いまだ
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に実用化にほど遠い現状である。その原因は様々で－１W【に言うことはできないが、ワクチン効果の定

量的判定基準、いわゆる攻撃方法が確立されていないことも－つにあげられよう。したがって、本年

度はせつそう病菌の確実かつ迅速な感染方法として、Ｖａｃｃｉｎａｔｉｏｎ技法の１つとして知られる

高張液利用の二浴法による」.ＦａＺｍｏ７ＬＺｃＭα感染実験を行なった。

1．方法および材料

１）供試魚

ヤマメ０年魚（体重１２～１４牙）を１区２０尾宛、６区、合計１２０尾を用いた。

２）供試菌株

４ＳａＺｍＯ７ｚＺｃＺｄａＴＯ－７６０２株を用いた。

５）菌液の濃度

浸漬液の菌の濃度は１０７．１０６．１０５．１００．１０３ｃｅｌｌ／１Ｍ５段階を設定した。

ＴＯ－７６０２株を普通寒天培地（栄研）で２０℃.２４時間培養後、０．８５妬生理食塩水で

１０，～１Ｏ５ｃｅｌｌｓ／１Ｍになるように１０倍段階希釈し供試原液とした。浸漬に際しては飼育用

水１必に対し上記原液をそれぞれ１０１Ｍづつ加え浸漬液とした。

４）感染方法

５．５２％ＮａＣＺ溶液１２中に供試魚を２分間浸漬後、ただちに菌懸燭液へ移し、さらに２分間

浸漬した後ちガラス水槽に放養した。

５）試験水温

試験は水温１５．５～１６．２℃の条件下で実施した。

2．結果

試験の結果を日間蕊死尾数および累積蕊死数で示すと、表１５．図１０のとおりである。

浸債後５日目に１０６．１Ｏ７ｃｅｌｌｓ／bMl区で蕊死魚が出現し、以後、１０５cells／刎区で７日目、

１O4cells／Ｍ区で８日目に最初の鍵死魚がみられた。１５日間の試験期間中の累積鎗死尾数は

１O7cells／１Ｍ区．１５尾、１０６cells／１Ｍ区.１１尾、１０５cells／１Ｍ区．，尾、１O4cells

／１Ｍ区．１尾とをｂ１０３ＣｅｌｌＳ／1Ｍ以下の濃度では繁死はみられなかった。

図，ｏから明らかなように、蕊死魚の出現時期および累積繁死尾数と浸漬液の菌の濃度との間に

相関関係（Ｄｏｓｅｅｆｆｅｃｔ）がみられた。また、蕊死魚では外観的に自然発病魚によく似たせ

つそう患部が観察された。
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曰間蝿死尾数の推移表１５

日間蕊死 尾数菌液の濃度

(cells／１Ｍ）
合計

妬
－
１
２
５
４
５
６

１２５４５６７８９１０１１１２１５１４１５

2.2×１０７

〃×’０６

〃×１０５

〃×１０４

〃×１０３

００００４５２１１２０００００

００００２６１１０００００１０

００００００１５５００１１００

０００００００１０００００００

０００００００００００００００

０００００００００００００００

５
１
９
１
０
０

１
１

０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２

、

0

２０

５

1５

０
５

１

ェ
の
一
』
◎
四
一
○
』
Ｃ
ａ
】
■
玉
。
Ｚ

５

５

０１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５

（ＤＡＹ）

図１０累積蕊死尾数の変イヒ

●

ろ．考察

せつそう病の攻撃方法に関しては、４ｓａＺｍｏ７ＬＺｃＺ血のヤマメに対する毒性が高く、生菌接

種法では接種菌量の選択に問題がある。４ｓａＺｍＯ７ＬＺｃＺｃＺα汚染水および生菌接種魚との混養に

よる感染法については試験施設等に検討すべき点を残している。これに対し二浴法は操作が簡単で

試験期間が短く、また、菌の濃度と蕊死との関係が明確であり、今後ワクチンの効果判定法として

期待できる方法と考えられるので更に検討する必要かある。
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ＬＩＨＮに関する研究

ＡＩＨＮワクチンに関する研究

１．親魚へのＩＨＮ不活化ワクチン接種

１）供試ワクチン

ＩＨＮウイルス長野株のホルマリン不活化ワクチンを供試した。ワクチンは北里研究所にて

調整されたアジュバンド添加ワクチンである。

２）供試魚

奥多摩分場産５年初産親魚５０尾にワクチンを接種した。なお、供試魚はＩＨＮ非汚染魚と

考えられる群より選別した。

５）接種時期および回数

ワクチンの接種は５回行ない、接種時期は採卵予定時期の６．５．５週間前を予定し、１回

目を昭和５２年１１月２２日、２回目を１２月１日、５回目を１２月１６日に接種した。

４）ワクチンの接種量および接種部位

供試魚の腹腔内に魚体重１ｋ9あたり１回目１１Ｍ，２回目２〃'、５回目５１Ｍづつ接種した。ワ

クチン接種に先立ち、供試魚の個体別計測を行ない所定量のワクチン接種を行なうとともに

Ｔａｇｇｉｎｇによる個体標識を行なった。

５）血清採取

供試魚の中和抗体価を測定するため、ワクチン接種前および採卵時に供試魚尾柄部より採血

し、血清分離を行ない－２０℃に凍結保存した。

６）採卵結果

ワクチン接種親魚からの採卵は昭和５５年１月１０日に実施した。同一日に採卵可能であっ

た個体は表１６に示す９尾であった。

供試魚は採卵後、個体別に媒精し収容した。媒精には雄親魚５尾分の混合精液を未受精卵一

腹分に対し1.5,Ｍづつ使用した。

昭和５５年度実施予定の稚魚におけるワクチン効果の検討には、今回採卵した個体のうち、

ワクチン接種にともなう中和抗体価の高い５尾からの採卵稚魚を供試する予定である。
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表１６１１１Ｎワクチン接種親魚採卵結果

＊体長
㈹

体重
（’） 採卵零|〃瀞

肥
－
１
２
５
４

傭 考

Ｊ１nJ
●

Ｒ
）
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

几

Ｃｏｎｔｒｏｌ

〃

〃

＊被鱗体長

ニジマス親魚のＩＨＮウイルス汚染状況調査

昭和５２年度、奥多摩分場海沢試験地で飼育中のニジマス稚魚にＩＨＮの発生がみられたので、

Ｂ

ＩＨＮ発病魚群をはじめ総てのニジマス稚魚の殺処分を行なった。しかし、ニジマス親魚の処分は

行なわなかった。そこで、飼育他全体のＩＨＮ汚染も考えられるため、汚染状況の把握とニジマス

親魚の保菌検査を行なった。

ｔニジマス親魚のＩＨＮウイルス保菌検査

１）方法

（１）供試魚

海沢試験地の全飼育親魚尾数４，２０１尾より６０尾を無作為抽出し、そのうちの５尾づつ

を１サンプルとした。

（２）ウイルスの分離

供試魚の腎臓および脾臓を乳鉢で混合・摩砕し、その一部を図１１に示す手順でＲＴＧ・２

ｃｅｌｌｌｉｎｅに接種した。

（３）実施月日

１回目は昭和５２年７月１１日、２回目は１０月９日に実施した。

｡

勺
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サンプル(Kidney十ｓｐｌｅｅｎ）
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図１１ＩＨＮウイルス検査手順
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２）結果

昭和５５年１月までに２回の保菌検査を実施したが、いずれの場合もＩＨＮウィルスは分離

されたかった。今後、ＩＨＮの発病時期の４～５月にかけて再度保菌検査を実施する予定である。

２汚染親魚飼育水によるニジマス稚魚の感染試験

１）方法および材料

（１）供試魚

供試魚はＩＨＮの非汚染地である奥多摩分場入川試験地のニジマス稚魚を１区１，５００尾

として２区、合計5,000尾（平均体重０６５１）を用いた。

（２）感染方法

海沢試験地の取水口および最下流の飼育池付近にポリエチレンコンテナ製の水槽（９ｏｚ

容）を設置し、供試魚を収容した。

（３）試験期間

昭和５２年５月１８日から６月２６日までの４０日間観察した。

（４）水温

各水槽について午前９時および午後２時に水温測定を行った。

２）結果

試験期間中の累積襲死尾数および水温の変化を図１２に示した。

親魚の飼育池を通過した用水で飼育したニジマス稚魚では、試験開始後２５日目より蝿死魚

が出現し、蕊死魚について実施したウイルス検査の結果、ＲＴＧ－２ｃａｌｌｌｉｎｅでのＣＰＥ

の形態的特徴からＩＨＮと診断した。一方、取水口の水による飼育群では試験期間中ＩＨＮの

発生はみられなかった。

ａ総合考察

ニジマス親魚の保菌検査ではＩＨＮウイルスは検出されなかったが、稚魚への感染試験の結果

から海沢試験地の飼育水のＩＨＮ汚染が明らかとなった。

ＩＨＮの保菌検査については、静岡・長野水試（昭和５２年度）よりの報告かあり、静岡水試

によれば、魚体か不健康な状態にある時にはウイルス検出率が高くなるという。また、長野水試

は発病期および採卵期以外のニジマス１．２年魚ではウイルスの検出率が低いことを報告してお

り、今回の当場における結果は、両水試の報告を裏づけるものと考えられ、今後、保菌検査の時

期・条件についても検討する必要があろう。

●

●

●
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H・せつそう病の治療に関する研究

Ａせつそう病原因菌の薬剤感受性試験

昭和５２年度、都下においてせつそう病罹病魚より分離したＡｃ７ｏｍｏ７ＬａｓＳａＺｍｏ刀ＺｃＭａ

について、せつそう病研究部会の申し合わせ法にしたかい薬剤感受性試験を実施した。

１．方法

１）使用培地

病魚からの菌の分離には普通寒天培地（栄研）を使用し、平板培地で２０℃・４８～９６時

間培養した後､釣菌し保存菌株とした。保存菌株は同培地による高層穿刺培養で１５℃に放置し

た。

検査に際してはトリプトソイブイヨン（ニッスイ）で２０℃.２４時間の前培養後、ハート

インフュージョンプイヨン（ニツスイ）で２２℃・２４時間増菌培養を行ない、培養液を接種

菌液とした。

感受性検査用培地には、感性ディスク用培地（ニッサン）を予研Ｂ型シャーレに２０尻0づつ

分注して使用した。

２）感受性ディスク

市販の－濃度ディスク（商品名：昭和ディスク）を使用した。検査した薬剤はスルファモノ

メトキシン（ｍｐルスルファジメトキシン（ｘ）・スルフィソメゾール（ｚ）・クロラムフェニコー

ル（ｃ）・ストレプトマイシン（Ｓ）・テトラサイクリン（Ｔ）･オキシテトラサイクリン（ｏルフラ

ゾリドン（ｆ）・ナリジクス酸（Ｎｄ）の９種類である。

５）供試菌株

供試菌株は昭和５２年５月～６月に在来マスのせつそう病罹病魚の腎臓から分離した株であ

る。分離菌は寒天平板上でのコロニーの形態、色素産生能を基準に選択し単離・保存した。な

お、保存株は総べてsmooth株である。

４）検査手順

増菌用培地で２０℃・２４時間培養し、培養液００１庇'を感受性検査用培地に接種した。接

種菌液をコンラージ棒で培地上に塗布のち薬剤ディスクを置き２０℃で培養した。培養後２４．

４８時間目に阻止円の径を測定した。

２結果

分離菌株の薬剤感受性検査結果を表１７に示す。本年度は検査菌株１９株中４株がサルファ剤

耐性であった。

②

●
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Ｂせつそう病治療効果試験

１アンピシリンおよびＤＧ－５４５９によるせつそう病治療試験

１）方法と材料

（１）供試薬剤

アンピシリン（２０倍散）

ＤＧ－５４５９（オルメトプリムとスルファモノメトキシンの合斉Uで、配合比は１：

５であるｊ

（２）供試魚

一実験あたりニジマス０年魚を１区５０尾として６区、合計５００尾使用した。

（３）供試菌株

」.ｓａＺｍｏｍｃＭＱＴｏ－７７０５株（昭和５２年５月１５日に奥多摩分場のヤマメ

より分離した株で、薬剤感受性株である（表１７参照））

（４）菌の接種

普通寒天培地（栄研）で２０℃・４８時間培養した」．ＪａＺｍｏｍｃＭａを魚体重１ｋ9あ

たり０２５噸になるよう０８５％生理食塩水に懸濁し、供試魚の背部筋肉に接種した。

（５）薬剤の投与

菌接種後４時間目より投薬を開始し、以後１日１回、１０日間連続投与を行なった。

（６）実施期間

アンピシリン 昭和５２年７月２２日～７月２６日

〃８月５日～８月２２日

ＤＧ－５４５９〃９月１０日～９月２７日

２）結果と考察

結果は表１８．１９．２０に示すとおりである。

ＤＧ－５４５９およびアンピシリン第２回試験については投薬終了後さらに１週間観察を行

なった。アンピシリンの第１回試験では薬剤濃度が低く早期蝿死がみられたので、追加試験と

して第２回試験を実施した。

試験終了時の生残尾数をみると、ＤＧ－５４５９では２００ｉ７Ｗｋ９･ＢＷ投与区が５０尾、

１００i7Wk9･ＢＷ投与区が４１尾であったが、５Ｍ251/k9･ＢＷ以下の投与区では半数以上が蕊

死した。また、アンピシリンについては２０，２５｝/k9･ＢＷで５４尾が生残したが､１０ＭＷｋ７・

ＢＷ以下では半数以上が蝿死する結果であった。したがって、ＤＧ－５４５９については１００

ノ，WI/ｋ９ＢＷ以上で治療効果があると考えられる。ＤＧ－５４５９はオルメトプリム（ＯＭｐ）

●

－５２－



表１８ＤＧ－５４５９のせつそう病治療効果
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とスルファモノメトキシン（ＳＭＭ）の分散の２５倍散であり、今回の結果ではＯＭＰ１Ｍｚｙ・

ＳＭＭ５０ｎｕ７で効果がみられることから、ＳＭＭの単独投与よりもＯＭＰとともに投与するこ

とによりＳＭＭの効果が高められると考えられる。

アンピシリンは水産用としてはハマチ養殖等で使用されている、本剤はｉｎｖｉｔｒｏにおい

て２４．ＦａＺｍｏ〃ＺｃＭαに対して効果がみられることから、ニジマスによる治療試験を行なっ

たが、効果のみられる投与量は２０Ｍ261/k9･ＢＷ以上となった。ｉｎｖｉｔｒｏの結果とｉｎ

ｖｉｖｏでの結果とにかなりの差かみられ点で薬剤の吸収、排泄等に問題かあることも考えられ

る。

２せつそう病に対するピロミド酸の野外治療試験

１）方法と材料

（１）供試魚

カワマス（ＳａｚＵｅ〃〃zLゲブ｡〃ｚｚ〃ｚＺｚ，）０年魚、平均体重１３．９１

（２）供試薬剤

ピロミド酸（Ｐｉｒｏｍｉｄｉｃａｃｉｄ）

（３）薬剤投与量

魚体重１ｋ9あたり１日量として１０．２ＭW'を７日間投与した。薬剤は給餌量（給餌率

１５％）の外割７％のスケソウ肝油に懸濁後飼料に混合して投与した。

（４）試験方法

罹病魚群９００尾を５００尾ずつ５区分し、金網で区分した試験池に上流より２０噸投与

区・１０〃投与区・対照区の順で放養した。投薬は放養後６日目より７日間行ない、投薬終

了後８日間観察した。なお、試験期間中の蝿死個体については外観的にせつそう病患部の有

無を調べるとともに、体表患部の不明瞭な個体については細菌検査を行ない、死亡原因の確
認を行なった。

（５）試験期間

昭和５２年９月１８日～１０月７日

（６）水温

試験は水温１５．５～１６．７℃で実施した。

2．結果および考察

ピロミド酸の投与結果は図１５に示す。

、。
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試験開始から薬剤投与開始までの５日間に各区とも急､激を蕊死魚の増加を示し、投薬開始時の

累積蕊死尾数は２０ｍｙ投与区２５尾・１０叩投与区１２尾・対照区で２１尾と差がみられた。投

薬区では投与開始後２日目より漸次蕊死尾数が減少し、投薬終了後はほとんど終息した。一方、

対照区では試験開始後９日目までは投薬区と同様の推移を示したが、１０日目以後再び蕊死魚の

増加か認められ、試験終了時さて直線的に増加した。

今回の試験区分、設定に際しては、せつそう病が確認された時点で罹病魚群を５分割したため、

その後の1鼈死尾数に人為的影響が顕著となり、選別放養後ろ～５日にかけて急､激を蝿死魚の増加

かみられた。したがって、ピロミド酸の投与開始時には試験区による饒死尾数の差が生じ、この

ことが結果の解析を不明確にしているようであるが、累積蝿死尾数曲線のパターンや日間蝿死尾

数の推移からピロミド酸は２０〃・１０〃,投与によりせつそう病の治療効果が認められる。
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Ｃ薬剤の毒性試験

１．方法と材料

１）供試薬斉'１

トリメトプリム（トリメトプリム＜ＴＭＰ＞の単剤、スルファダイアジン＜ＳＤＺ＞の単剤

およびＴＭＰとＳＤＺの１：５の合剤

オルメトプリム（オルメトプリム＜ＯＭＰ＞の単剤およびＯＭＰとスルファモノメトキシン

＜ＳＭＭ＞の１：５の合剤）

２）供試魚

奥多摩分場塵ニジマス０年魚を用いた。

５）薬剤の投与

供試魚を試験水槽に放養し１０日間馴致した後、飼料と所定濃度の薬剤を混合し、自由摂餌
による投与を行った。

４）実施期間

トリメトプリムに関しては昭和５２年９月８日に薬剤を投与し、以後９月１８日までの１０

日間観察した。

オルメトプリムについては昭和５２年５月５０日に薬剤を投与し、以後６月７日までの７日

間観察した。

２結果および考察

各薬剤の試験結果を表２１．２２に示した。

「

－５６－



ＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｏｆＴｈｅＴｏｋｙｏＭｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ

ＦｉｓｈｅｒｉｅｓＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔＳｔａｔｉｏｎ〃ａ２８４

ＭｅｍｏｌｒｏｆＴｏｋｙｏＭｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ

ＦｉｓｈｅｒｉｅｓＥｘｐｅｒｌｍｅｎｔＳｔａｔｉｏｎ，1，５７

昭和５２年度

指定調査研究総合助成事業

病害研究報告書（ニジマス）

印刷物規格表第２類

印刷番号(５２)１６９７

刊行物番号（Ｋ）７６

昭和５５年５月１日発行

；
編集・発行 東京都水産試験場技術管理部

〒１２５束京都葛飾区水元小合町５５７４番地

電話0５（６００）２８７５

印刷所株式会社東 邦

－５８－



表２１トリメトプリム毒性試験結果

Ｎｏ．ｏｆｆｉｓｈｄｉｅｄ
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Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

(ＷＴ１４５～１Ｚ２℃）

表２２オルメトプリム毒性試験結果

Ｎｏ．ｏｆｆｉｓｈｄｉｓｄ

JlrTlLflimrl
Ｍｏｒｔａｌｉｔｙ

（妬）

０
０
０
０
０

＊オルメトプリムとスルファモノメトキシン１：５の合剤 (ＷＴ１５．８～15.2℃）

'
トリメトプリムに関してはＴＭＰ単剤で4,00ＭWl/k9.ＢＷ・ＳＤＺ区の合剤で6,000jｿWk9・ＢＷ

でも毒性は認められなかった。蚕た、オルメトプリムに関してはＯＭＰ単剤で5,200ImWl/k9.ＢＷ

ＳＭＭとの合剤で５，２００１ing/ｋ９ＢＷでも毒性はみられず、両薬剤はニジマスに対して急､性毒性は

極めて低いと考えられる。
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